
香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」と
「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」の連携活動報告（その３）

長谷川　修　一
鶴　田　聖　子

１．はじめに
　香川県には、約1400万年前の瀬戸内火山活動によって形成されたサヌカイト等の火山岩類の世界的な学
術研究、火山岩類が侵食されて形づくられた残丘が織りなす讃岐平野と備讃瀬戸の造形美および里山や島
の岩石を利用した多様な石の文化がある。
　地球活動の遺産を見所としたジオパークは、土台となっている大地（ジオ）、生態系（エコ）、人の活動
（ヒト）とのつながりを理解し、地域の地球活動の遺産を保全しながら、ジオツーリズム等によって地域
の持続可能な発展をめざす活動である。
　日本のジオパークには、ユネスコの正式事業活動であるユネスコ世界ジオパークと、日本ジオパーク委
員会が認定する国内版の日本ジオパークがある。ユネスコ世界ジオパークは国際的な地質学的重要性を有
するサイトや景観が、保護・教育・研究・持続可能な開発が一体となった概念によって管理された、単一
の統合された地理的領域で、地域社会を巻き込みながら保全と持続可能な開発を行っている１）。
　2023年１月現在、日本ジオパークに46地域が認定されている２）。このうち９地域がユネスコ世界ジオ
パークに認定されている。四国では、室戸がユネスコ世界ジオパークに、四国西予、土佐清水が日本ジオ
パークに認定されている。また、三好市が日本ジオパークの認定を目指している２）。日本ジオパークは半
分以上が国立公園地域と重複しているが、日本最初の国立公園の１つである瀬戸内海には瀬戸内を世界に
発信するジオパークはまだない。讃岐ジオパーク構想では、香川県全域をジオパークの対象地域として、
讃岐平野と備讃瀬戸の自然・歴史・文化を活かした地域の持続的な発展をめざしている（長谷川ほか、
2013）３）。
　筆者らは讃岐ジオパーク構想の推進を目的に、2010年から現在まで継続して香川大学公開講座「讃岐ジ
オサイト探訪」を開講し、香川県内の地形・地質と石の文化の魅力を発掘し、讃岐ジオパーク構想に必要
なジオサイトの資料を作成するとともに同志の輪を広げてきた４）５）。2013年度までの成果は香川大学生涯
学習研究センター研究報告別冊「讃岐ジオサイト探訪」（長谷川・鶴田、2013）６）にとりまとめた。2014年
度と2015年度は「讃岐ジオサイト探求」を開講し、地形・地質と自然・歴史・文化等との関わりを理解し
ながら現地を探訪した（長谷川・鶴田、2017）７）。2016年度からは「讃岐ジオガイド養成講座」を開講し（長
谷川・鶴田、2018）８）、受講生のうち認定された23名（小豆島２名、東讃地区５名、高松市８名、中讃地
区５名、西讃地区３名）が讃岐ジオガイドとして活動している。2019年度試行した「ジオガイドが案内す
る讃岐ジオサイト探訪」は、2020年度から本格開講し９）、現在も継続して開講している10）11）。
　今回、2021年度に引き続き、香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」と「ジオガイドが案内する
讃岐ジオサイト探訪」を連携して実施したので、その概要を報告する。
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２．香川大学公開講座
２.１　概要
　「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」は、香川県内の主要なジオサイトを訪ね、大地の成り立
ちと歴史・文化との関わりを考えるとともに、同志の輪を広げていく講座であると同時に、「讃岐ジオガ
イド養成講座」と連携している講座である。讃岐ジオガイドに認定されたガイドは事前に下見を行い、担
当地域のジオガイド同士で謎解きのお題、行程を立案し、ガイド役でない他の讃岐ジオガイドを受講生に
見立てて講座当日と同じ行程でリハーサルを実施して、コースやガイド方法の改善を行う。講座当日は受
講生を案内後、受講者にアンケートを行い、次のガイドに活かすようにしている。

２.２　2022年度香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」
　「讃岐ジオガイド養成講座」は、香川県内を案内するジオガイドを養成するために、ジオガイドに必要
な専門的な知識の共有、ガイド技術の向上、リスクマネジメント等を学ぶ講座である。讃岐ジオガイド養
成講座を４回以上受講すると受講資格が得られ、「讃岐ジオサイト探訪」「讃岐ジオサイト探求」「讃岐ジ
オガイド養成講座」の授業・現地見学に60時間（12回）以上出席した受講者は、香川大学認定讃岐ジオガ
イドの資格を得ることができる。
　2022年度は上期に「讃岐ジオガイド養成講座」（７）を、下期にジオガイド養成講座」（８）を実施した。

２.２.１　「讃岐ジオガイド養成講座」（７）
　受講者は、香川大学認定讃岐ジオガイド18名に加えて、新たに６名が参加し、４月17日、５月22日の２
回実施した。

（１）ガイダンス、ジオガイドに必要なスキル、リスクマネジメント
①日　　時：2022年４月17日（日）
②受講者数：23名（男性18名、女性５名）
③場　　所：香川大学地域人材共創センター
④協　　力：香川県赤十字安全奉仕団委員長　中西俊明　氏、香川大学地域強靱化研究センター　高橋真理
⑤内　　容：
・�ジオガイドに必要なスキル（香川大学特任教授　長谷川修一）ジオパークの視点（ヒト、エコ、ジオの

つながりを考えて地域を深く知る）について、香川大学から栗林公園までのジオツアーを例にしたジオ
ストーリーの作り方を学習した。

・�リスクマネジメント」（香川大学　高橋真里）ツアー中の転倒、事故が起きることを想定した応急手当
の概略の講義を受けた後、救命救急実習を行った。

（２）森の歩き方（まんのう町）
①日　　時：2022年５月22日（日）
②受講者数：21名（男性17名、女性４名）
③コ ー ス：琴南公民館→大川山周辺→ことなみ未来館→みんなでつくる自然史博物館
④連　　携：まんのう町（琴南公民館駐車場）、ことなみ未来館、みんなでつくる自然史博物館
⑤内　　容：
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・森さんぽ研修（森林インストラクター　横山昌太郎　氏）
・ジオサイト探訪（長谷川修一）
・森さんぽ研修振り返り（ことなみ未来館）
・みんなでつくる自然史博物館見学

（３）アンケート結果（図１）
①�４月14日のアンケート結果によると、講座の内容は回答者全員が「大変満足」「満足」と回答し、午前

中のジオツアーの作り方、香川の地形地質も複数人が勉強になったと回答していた。また、午後からの
リスクマネジメントの実習では、応急手当、心肺蘇生術等、山で事故があった場合を想定しての実習が
勉強になったと回答があった。

②�５月22日のアンケート結果によると、ジオストーリーの組み立て方、生物の生態、講師の話がジオガイ
ドとして勉強になったと回答があった。また、受講生へ問いかけ、気づかせるガイド方法が勉強になっ
た、絵を使ったり実験を入れたりするのも分かりやすかったとの回答もあった。

写真１　2022年度香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」（７）受講状況

ガイダンス 救命救急講習

森の歩き方研修（大川山） ジオサイト研修（大川山）
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２.２.２　「讃岐ジオガイド養成講座」（８）
　受講者は、香川大学認定讃岐ジオガイド14名、香川大学公開講座「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイ
ト探訪」受講者７名、香川大学リカレント専門講座「ジオツーリズムエキスパート養成講座」の受講者３
名、その他ツーリズムの専門知識を持つ６名で、１月８日に第１回目が実施され、第２回目は３月12日に
予定されている。

（１）ガイダンス、ジオガイドに必要なスキル、リスクマネジメント
①日　　時：2023年１月８日（日）
②受講者数：30名
③場　　所：香川大学地域人材共創センター
④内　　容：
・ガイダンス・講義：讃岐ジオガイドに求められること（香川大学特任教授　長谷川修一）
・講義：三好ジオパーク構想の取組み（三好市ジオパーク推進室地質専門員　殿谷梓　氏）
・ワークショップ「地域の魅力をいかに発信するか～ブラタモリの企画案をつくろう～」
� （長谷川修一・殿谷梓　氏）
・アンケート結果（図２）
　アンケート結果によると、講義では、「ストーリー性をもって探究していくことの重要性を再確認した」
「三好市、地域住民、学校、関係機関と一体となったジオパーク推進が勉強になった」、ワークショップで
は「お客様のニーズ（タモリ）から具体的な候補地選びと内容について全員で考えを出し合いストーリー
を作り上げる手法を学んだ」などの回答があった。また自由筆記では、「讃岐の地質だけでなく、多様な
石の文化、遍路など香川統一のストーリーで各地域の話をつないだらどうなるか聞きたい」とジオストー
リーの範囲拡大の意見もあった。

（２）ジオサイト研修（坂出市五色台）
　2023年３月12日（日）には以下の行程で、ジオサイト研修を行う予定である。
　10：00－12：00　ジオとエコのつながりを探る（野外研修）
　　　　　　　　　（香川大学特任教授　長谷川修一、森林インストラクター　横山昌太郎　氏）
　13：00－15：00　ガイドの役割・お客様を楽しませるコツ（横山昌太郎　氏）
　15：00－16：00　ワークショップ（長谷川修一・横山昌太郎　氏）

写真２　2022年度香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」（８）受講状況
ガイダンス 三好ジオパーク構想の取組み ワークショップ
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２.３　2022年香川大学公開講座「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」
２.３.１　実施状況
　2022年度の香川大学公開講座「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」は、４月「栗林公園（高松
市）」、５月「引田のまちと引田城址（東かがわ市）」、６月「綾川の流れ（綾川町）」、10月「宇多津のまち
と聖通寺山（宇多津町）」、11月「豊島（土庄町）」、12月「弥谷寺・天霧山（三豊市・善通寺市）」で実施
した。

（１）ガイダンス・栗林公園（高松市）
①探訪日時：2021年４月25日（日）
②受講者数：28名
③ガ イ ド：講師　長谷川修一
④お　　題：なぜ「高松城下」は浸水しにくいのか？
⑤行　　程：�ガイダンス→（昼食）→香川大学研究交流棟→四番丁スクエア→亀井戸→大井戸→渋柿地蔵

→栗林公園赤壁→栗林公園南湖→栗林公園北口駅→亀阜公園→香川大学研究交流棟
⑥内　　容：�「高松城下」はなぜ浸水しにくいのかを、高松城下の井戸、高低差、旧香東川の流れと現在

の地形を考えながら歩いた。
⑦アンケート結果（図３）
　講座は大変満足15名、満足９名、ふつう１名であり、概ね好評であった。「何気なく歩いている商店街
も高低差があることがわかった」「高松の繁栄の秘密に気づき、地形や石についても知識が深まった」と
探訪内容に満足している。栗林公園は、2022年２月26日にNHKブラタモリ（巨大な海城は町をどう発展
させた？）で取り上げられていたこともあり、受講者の関心が高かった。

（２）引田のまちと引田城址（東かがわ市）
①探 訪 日 時：2022年５月15日（日）
②受 講 者 数：24名
③担当ガイド：友國和俊、岡田武久、松岡太、亀井満夫、渡辺加奈、森繁（アドバイザー）
④連　　　携：東かがわ市生涯学習課、引田まちなみガイドの会
⑤お　　　題：なぜ「引田」という地名になったのか？
⑥行　　　程：�東かがわ市つばさ交流センター→引田のまち並み・讃州井筒屋敷→誉田八幡宮→城山登山

口→和泉層群礫層１→本丸石垣→本丸→化粧池→引田灯台→北二の丸石垣→北曲輪→田ノ
浦キャンプ場（昼食）→大池→松原塩田跡→塩釜神社→三叉路→東かがわ市つばさ交流セ
ンター

⑦内　　　容：�引田のまちの高低差、後背湿地にできた塩田、池、その痕跡をたどりながら、「引田」は
何を意味しているのかを考えた。引田まちなみガイドの会の３名には引田城址の案内をし
ていただいた。

⑧アンケート結果（図４）
　講座は大変満足15名、満足９名、ふつう３名であり、概ね好評であった。「引田城を地質から考えたこ
とはなかった」「ジオガイドと地域の詳しいガイドで考えや理解が深まった」と満足点が挙げられた。一
方、「進行がスムーズだともっとよかった」「説明が長い」等の改善点の指摘があり、今後の反省材料とし
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たい。

（３）綾川の流れ（綾川町・丸亀市）
①探 訪 日 時：2022年６月12日（日）
②受 講 者 数：26名
③担当ガイド：山本和彦、今岡幹典、鈴木一伸、岡本幸晴、山下直樹
④連　　　携：丸亀市教育部文化財保存活用課（快天山古墳説明）、綾川町総務課いいまち推進室（駐車場）
⑤お　　　題：綾川は昔どこを流れていたのか？
⑥行　　　程：�ことでん滝宮駅→ことでん栗熊駅→東馬指南交差点東→快天山古墳（丸亀市教育部文化財

保存活用課主任　谷　梢　氏）→住吉神社→池尻→渡池の堤防跡→脇→脇神社（昼食）→
白が渕（綾川屈曲部）→沈下橋→白石神社→旧こんぴら街道→川の坂→滝宮橋→滝宮神社
→滝宮天満宮

⑦内　　　容：�綾川は現在の流路になる前どこを通っていたのか、堤池、脇などの地名の由来は何か、そ
して現在の綾川の流路沿いに栄えた滝宮周辺の文化について、歩きながらひも解いた。講
座では、綾川町役場に集合して、公共交通機関を使って栗熊駅まで移動した。

⑧アンケート結果（図５）：
　講座は大変満足10名、満足９名、ふつう２名であり、概ね好評であった。「よく調べていた」「図や写真
を使って分かりやすかった」と感想が述べられる一方、「テーマがはっきりと伝わらなかった」と全体の
ストーリーの構築の指摘があった。また、「距離が長かった」「歩行、天気がきつかった」と天候に合わせ
た歩行距離を考える必要があることが分かった。

（４）宇多津のまちと聖通寺山（宇多津町）
①探 訪 日 時：2022年10月16日（日）
②受 講 者 数：25名
③担当ガイド：都築克徳、山下直樹、横山昌太郎、大川義明、山本和彦
④連　　　携：宇多津町文化財保護協会　会長　畑元　氏、宇多津町（駐車場）
⑤お　　　題：ジオで解く、宇多津の町の発展の謎、東と西の山の巨石の謎
　　　　　　　「なぜ宇多津の町は青ノ山山腹に発展したか」「なぜ宇多津に巨石があるのか」
⑥行　　　程：�宇多津町役場駐車場→旧水門の門柱→宇夫階神社→地蔵餅→圓通寺（トイレ）→三ツ岩（昼

食）→鴨田川→ガラガラ公園（トイレ）→聖通寺→聖通寺山礫層→常盤公園→ゆるぎ岩→
宇多津町役場

⑦内　　　容：�宇多津のまちの高低差を確かめながら、海際にできる砂州と隣接する大束川について学習
した。また青ノ山、聖通寺山にはなぜ巨石が多くみられるのか、聖通寺山礫層はどのよう
にしてできたのか等の大地の成り立ちについて、理解度を高める試みとして実験を用い
た。

⑧アンケート結果（図６）：
　講座は大変満足11名、満足８名、ふつう１名であり、概ね好評であった。「歴史とジオのバランスがよ
かった」「巨石のことがよくわかった」「実験がよかった」と好評であった。また、車の伴走に安心感があっ
たとの回答もあった。「地元のゲスト案内がいると楽しい」と文化を説明いただいた宇多津町文化財保護
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協会　会長　畑元　氏の案内も好評であった。

（５）豊島（土庄町）
①探 訪 日 時：2022年11月20日（日）
②受 講 者 数：21名
③担当ガイド：山口晴司、山西輝美
④連　　　携：土庄町生涯学習課
⑤お　　　題：豊島の “豊” とは何に由来するのか？
⑥行　　　程：�高松港→（高松港－家浦港チャーター船：豊島フェリー）→家浦港→家浦浜地区→家浦八

幡神社→家浦岡春日神社→土庄層群砂礫層→（家浦港－唐櫃港）→（昼食：唐櫃集会所）
→十輪寺、スタジイの森遠望→唐櫃の清水→唐櫃の地すべり→住吉神社→唐櫃浜→（唐櫃
港－土庄港）→（土庄港－高松港）＊小豆島からの参加者は家浦港集合

⑦内　　　容：�豊島はどのように豊かになったのか、豊島石がどのように流通したのか、棚田・唐櫃の清
水がどのように形成されたのかを大地の成り立ちから学習した。

⑧アンケート結果（図７）：
　講座は大変満足12名、満足８名であり、好評であった。「豊島石の由来、石の活用で島が豊かになって
いったことが分かった」「棚田を歩いたのは初めての経験だった」と回答があった。また、高松からチャー
ター船に乗った方からは「船が楽しかった」と、チャーター船内で行った「船上ジオガイド」に満足して
いた。一方、「時間が足りず予定地点を全部まわれなかった」、「初めの解説で答えがネタバレ状態になっ
ていた」ことなどが残念だったと記載されていた。

（６）弥谷寺・天霧山（三豊市・善通寺市）
①探 訪 日 時：2022年12月11日（日）
②受 講 者 数：24名
③担当ガイド：前川久則、篠原五良、宮崎誠司、中村千怜
④お　　　題：なぜ弥谷山に「イヤダニマイリ」という民俗信仰が生れたのか？
⑤行　　　程：�道の駅ふれあいパークみの→風化花崗岩露頭→賽の河原→凝灰岩転石→大師堂・獅子岩窟

→天霧石製五輪塔→（昼食）→凝灰岩の磨崖仏・弥谷寺本堂→隠砦跡（瀬戸内海・天霧山
眺望）→大師堂前→凝灰岩露→道の駅ふれあいパークみの

⑥内　　　容：�弥谷寺はなぜこの場所にできたのか、層厚な凝灰岩は何を物語っているのか、大地の成り
立ちから現在の弥谷寺の形成に至るまでを学習した。

⑦アンケート結果（図８）：
　講座は大変満足11名、満足９名で、「地質の観点からのツアーは他にはない」「歴史の話も絡んでいて興
味が持てた」「弥谷寺のお寺の歴史についても面白かった」と大地の成り立ちと歴史を絡めたガイドが大
好評であった。また、弥谷山西側に広がる古三野津湾について、ガイドの前川久則氏が発見した「三野津
湾クレーター（仮称）」の仮説の説明も高い評価を得た。

香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」と「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」の連携活動報告（その３）
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３．関連行事
３.１　これまでのシンポジウム
　香川大学では、2019年11月に発足した讃岐ジオパーク構想推進準備委員会と連携して、2020年度に「ジ
オパーク×防災シンポジウム」と「～東日本大震災から10年～サヌカイトフォーン演奏によるレクイエム
と巽好幸先生が語るサヌカイト」を、2021年度に「ジオパーク×グローカル人材育成シンポジウム」と「ジ
オパーク×地方創生シンポジウム」を開催した。これらの実績を基に、2022年度から始まる香川大学の第
四期中期計画の中で、四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構が担う「レジリエント社会の創造及び
サスティナブルな地方分散型社会への貢献」の取組みとして、「ジオアートJr.マイスター制度」を立ち上
げることとなった。2022年度は８月に「高校生のためのジオアートJr.マイスター養成講座キックオフシ
ンポジウム」を開催し、10月から「高校生のためのジオアートJr.マイスター養成講座」を開講している。

３.２　香川大学ジオアートJr.マイスター養成講座　キックオフ・シンポジウム
（１）シンポジウムの概要
　令和４年８月９日（火）、「香川大学　高校生のためのジオアートJr.マイスター養成講座キックオフシ
ンポジウム」を開催し、令和４年10月から開講予定の「高校生のためのジオアートJr.マイスター養成講座」
を紹介すると共に、ジオの視点から地域を考える取り組み、養成したい人材像について考えた。当シンポ
ジウムでは一般の会場受け入れを40名に制限し、YouTube視聴（録画配信）を取り入れた。事前申込者
数は36名、YouTube動画視聴者は50名であった。

写真３　2022年度香川大学公開講座「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」受講状況

栗林公園（高松市）

コアストーン実験（宇多津町）

引田のまち遠望（東かがわ市）

家浦八幡神社（土庄町豊島）

堤山（綾川町）

弥谷寺（三豊市）
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（２）主催・共催
主催：香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構
共催：一般社団法人　四国クリエイト協会、讃岐ジオパーク構想推進準備委員会

（３）内容
①開会挨拶：香川大学理事・副学長（教育担当）今井田克己
②来賓挨拶：香川県教育委員会教育長　工代祐司　氏
③趣旨説明：香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構　副機構長　長谷川修一
　　　　　　高校生のための「ジオアートJr.マイスター養成講座」のねらい
④基調講演：兵庫県立大学大学院地域資源マネジメント研究科　教授　川村教一　氏
　　　　　　紡ごう！新たなジオストーリー　～地域の新たな魅力を発信しませんか～
⑤パネルディスカッション：ジオの視点から地域を深く知ろう
　　パネリスト：
　　　香川県立高松西高等学校教諭　高橋真弓　氏：なぜ「ブラ☆きなし」
　　　香川大学教育学部教授　平篤志　：地域のなぜを紐解く地理学
　　　香川大学創造工学部教授　野々村敦子：地理情報システムで地域を可視化する
　　　香川大学創造工学部講師　柴田悠基　：地域の風土の根差したジオアート
　　　香川大学大学院工学研究科博士後期課程　出射隆文　氏：高校生に期待すること

写真４　香川大学ジオアートJr.マイスター養成講座　キックオフ・シンポジウム実施状況

開会挨拶 来賓挨拶 趣旨説明 基調講演（川村教一先生）

パネルディスカッション 閉会挨拶

香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」と「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」の連携活動報告（その３）
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　　コーディネーター：香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構　副機構長　長谷川修一
⑥閉会挨拶：香川大学副学長・四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構長　吉田秀典

（４）アンケート結果
　アンケート回答者は全員で17名であった。シンポジウムの満足度は86％が満足、やや満足を選択し、地
理・地質・防災など様々な観点から見えてくる課題、高校生とのかかわり方等が身近に参加者に伝わり、
興味深く感じてくれていたようである。基調講演では豊岡市の取組みについて解説いただき、ジオストー
リーの重要性が分かったようである。また、参加していた高校生からは「学校で学習したことをさらに発
展させた内容であり、さらに深い内容を学べるというポイントに魅力を感じた」「文化、歴史の背景には
ジオの面が関わっていることが面白かった」と養成講座に前向きの回答が寄せられた。また、教員からは
「教育に関することはすべて有効であると思うが、どうやって高校生の心に火をともすかが課題」と問題
点が指摘された。

４．おわりに
　本年度も讃岐ジオパーク構想推進準備委員会と連携して、てくてく通信（わがかがわ観光推進協議会主
催）掲載の「ジオで巡るツアー」を実施し、東讃地域：雨滝山周辺（５月29日）、嶽山周辺（12月３日）、
小豆島地域：醤の里（６月11日）、土渕海峡周辺（12月17日）、高松市地域：屋島（５月21日）、仏生山（11
月19日）、中讃地域：金山（５月29日）、丸亀城下（12月10日）、西讃地域：大野原（５月28日）、古三野津
湾（10月29日）、伊吹島（３月５日を予定）のガイドを行った。アンケート調査によると、リピーターが
多く参加しており、讃岐ジオパーク構想の認知度も高くなってきた。嶽山は三木町観光協会のイベントで
あるMiki Green Out Meetingと連携したツアーを行い、県外の方、県内でも新規の方に参加して頂き、
興味をもってもらうことができた。今後、「ジオで巡るツアー」に食を取り入れたツアー等も取り入れ、
付加価値のあるジオツアーを提供してしたい。
　来年度の香川大学公開講座「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」は、石器時代から使われてい
た讃岐の石サヌカイト（坂出市）、古墳時代の石棺から近代化遺産までの鷲の山石の文化（高松市・綾川
町）、雨滝山・火山（ひやま）と中世の火山石の文化（さぬき市）、伊吹島の石の文化（観音寺市）、中世
の天霧石の文化（善通寺市）、小豆島の多様な石の文化（土庄町・小豆島町）を探訪し、「讃岐の石の成り
立ちと石の文化」に焦点を当てた講座を実施予定である。
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携活動報告（２），香川大学地域連携・生涯学習センター研究報告，第27号，2021．

香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」と「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」の連携活動報告（その３）

－71－



図１　「ジオガイド養成講座（７）」公開講座受講者アンケート結果
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図２　「ジオガイド養成講座（８）」公開講座受講者アンケート結果

香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」と「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」の連携活動報告（その３）
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図３　ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪「ガイダンス・栗林公園」（高松市）アンケート結果
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図４　ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪「引田のまちと引田城址」（東かがわ市）アンケート結果

香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」と「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」の連携活動報告（その３）
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図５　ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪「綾川の流れ（綾川町）」アンケート結果
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図６　ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪「宇多津のまちと聖通寺山（宇多津町）」アンケート結果

香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」と「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」の連携活動報告（その３）
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図７　ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪「豊島」（土庄町豊島）アンケート結果
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図８　ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪「弥谷寺・天霧山」（三豊市・善通寺）アンケート結果

香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」と「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」の連携活動報告（その３）
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